













































































































































































































































































































































































































































































































































から 6月の間に、週 3日親子登園で、平日の 2日
間あきの曜日があるので、どっちかで個別療育
といって、2、3人で集団療育みたいにする場合
もある。例えば身辺自立が苦手な子は、トイレト
レーニングのやり方をお母さんとどういうふうに
家で環境を整えてあげるかとか、個別で本人が伸
ばしたい力を伸ばすのを担任が一緒に考えていく
というようなことをやっていたりする。7、8月
は単独バスの登園に向けて、受け入れ時間を徐々
に長くし、日数も週 4～5日にしていく。もちろ
ん未歩行児のグループは疾患を抱えている方も多
いので、本人の状況に合わせて、4月も週 1回母
子登園で 8月まで午睡まではずっとお母さんも一
緒という子もおり、それぞれの健康状況にあわせ
てやっている。9月からは単独でバス登園になる
が、だんだん完全に週 5日登園という形になって
いく。
　週 5日だが、結局は毎週水曜日は親子登園なの
で、お母さんは水曜日は絶対来なければいけな
い。しかし、いつも親子参加というのではなくて、
子どもたちはいつもの保育をしていて、お母さん
たちだけは学習会とか、外部の先生を呼んで学習
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会をしたりして、分離をして取り組みをすること
などもしている。親子でプールに入ったり、親子
で中京競馬場に遠足に行ったり、水曜日の時間に
いろいろなイベントとか企画をつくってやってい
る。それが負担だと言われるお母さんも少なから
ずいる。それで、健康状況に合わせて、お子さん
に合わせて日数などは、看護師さんも含めてケー
ス会議をしながら決めている。
〈母子療育で大切にしていること〉
　子どもにとっては、大きな集団を選ばずに通園
に来ているので、まず安心して一人一人が通える
ようになることが大事である。通園バスでなかな
かお母さんと離れられない子もいるが、通園バス
も家の前まで、ドア・ツー・ドアというのはやっ
ぱり難しい。なので、在園している子どもたちの
家の多い場所何か所かにバス停をスポット的につ
くっている。そこのバス停にお母さんたちが送っ
てきてくれるが、バスに乗るときにお母さんと離
れられなくて抵抗する子どももいる。ほんとうは
職員がバスの外で受け取って通園バスに乗せるの
だが、最初のうちだけお母さんにも乗ってもらっ
たり、協力してもらって通園バスが回るルートを
おうちの車で走ってもらったりして、子どもが安
心して通うために練習を重ねるということもし
て、少しずつ分離していく。運転手のほかに 2名
保育士が乗り、バスの中も保育の時間になるので、
好きな遊びをやるように職員間で打ち合わせをし
ておいて、安心してバスに乗れるように援助して
いる。
　子どもたちには慣れにくさがあるので、小さい
集団を選んでいるということはメリットになるの
で、少しずつ、本人に合わせてやっていけるとよ
い。担任も 2～3人いるので、お母さんではない
他者、担任やほかのお母さんとの関係を広げてい
けるといいと思う。おうちでの好きな遊びを園で
も担当職員が同じことをやって、園でもこんな楽
しいことができるんだとか、自分の好きなことに
一緒につき合ってくれるんだという経験もしても
らえるといいと思う。好きな遊びを広げ、繰り返
し同じことをどんどんして遊びこんでいくこと
で、まだ発語がなくて要求もなかなか出てきにく
かった子どもが、上手にジェスチャーで、頂戴と
か、一緒に行こうとかと言ってくれるような関係
性ができてくればいい。ふわっとどこかに行って
しまって、一緒にやろうと言っても本人の要求が
なかなか出てこないという子もいるので、繰り返
し繰り返しやることで、この人はこれをやってく
れるみたいな関係をつくっていけるといいと思っ
ている。
　また、より丁寧な生活支援を大切にしている。
身辺自立や食事のところにかかわってくるが、例
えば、ASDのお子さんで白いものしか食べない
子、ご飯と豆腐と牛乳とか食パンしか食べられな
い子がいて、でも、食パンをラスクにしたらふち
が焦げ茶色くなったが、その茶色は食べた。それ
で、白いのがちょっと茶色になるのはいいかなと
言って、給食室の栄養士さんに、鳥肉でそぼろを
つくってもらって、ご飯にそぼろをちょっとまぜ
て食べさせたら食べた。それで、豆腐に肉そぼろ
も入れてとか、給食室にも協力してもらって、食
べられるものが 4つしかなかったのが増えた。そ
れで、おうちでも同じ味つけで肉そぼろをお母さ
んがつくってみたら食べられるようになった。そ
の子は、大根の煮た茶色のものとかも食べられる
ようになり、ちょっとずつ食べられるものが広
がってきた。このような、より丁寧な生活支援は、
やはり地域の園では難しいところもあり、そうい
うよさが通園にはあると思う。さらに、毎日通っ
てくるからこそ日々試行錯誤し、模索をしながら、
お母さんと一緒に考えていくことができる。
　もう一つ食事の例だが、グループに来ているお
子さんで豆乳と、緑黄色野菜とバナナとかを煮て、
こした汁と母乳しか飲まない 1歳 10カ月くらい
の子どもがいた。ほかのものは、お母さんの失敗
したソースがたくさんかかったどろどろの焼きそ
ばはなめたというような子がいて、どうにか食べ
られるものを広げたいなと思っていた。それ以外
だと水分は、バナナ味の豆乳（甘い）ならぐびぐ
び飲む。お茶も少し飲めるけど、水分はそれでし
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かとっていなくて、やっぱり場所が変わるとほん
とうに何も飲まず食わずになってしまうので、栄
養もすごく心配していた。じゃ、そのバナナ豆乳
で、お母さんに、パンをつくってみたらとかと言っ
たら、ちょっとなめたりできるようになった。バ
ナナ豆乳を寒天にしたのを出してみたりしたが、
それは全然食べなかった。どうやったらそのお子
さんがちょっとでも口に入れてくれるかなと、生
活支援として、お母さんと一緒にできる範囲でや
れることを考えていけるといいなと日々考えてい
る。
　通園施設での母子療育では、このように生活の
土台づくりを大切にしている。やはり大きな集団
の幼稚園や保育園に行くと、そこまで一人一人に
かける時間を確保するのが難しいと思う。しかし、
8人や 9人の集団であれば、この先生は今この子
についてトイレを頑張るねとか、給食を今頑張っ
ているから先にみんな遊びに行ってきてねとか、
そういう融通をきかせながら保育ができるので、
ほんとうに一人一人のペースに合わせて、着替え
や、班の食事なども土台がつくれると思う。
　親にとっても、とくに 3歳から 5歳はすごく成
長する時期だと思うので、その成長を日々一緒に
感じてもらえるといいと思う。また、ほかのお母
さんたちや職員と一緒に大変さ、悩みとか、子育
ての大変さを共感したり、共有し合うことを大切
にしている。
　親子療育だからこそ、その子の持つ感性や特性
や成長発達による変化、成長過程を一緒に見ても
らえるといいと思っている。また、保護者会で学
習を企画したりして、ほかのお母さんと一緒にお
互いの障害特性を学び合うということをしてい
る。そよ風の場合は未歩行の子どもいるので、実
際に歩行していて ASD傾向のお子さんと脳性麻
痺のお子さんのお母さんは、お互いにどういう子
なのかがちょっとわかりにくかったりするので、
そういうのもざっくばらんに、生まれてからの育
ちのことを交流し合ったりしている。
　家族のイベントも多くて、親の会とか、おやじ
の会といってお父さんだけが集って夏祭りで、焼
きそばをつくるような会もある。家族で積極的に
行事にも参加してもらって、子ども自身がどう
育ってほしいかとか、将来的なことを見通しなが
ら、どうなってほしいかを家族で考えるきっかけ
にしてほしいと思っている。学期に 1回個人懇談
をするが、1回は両親懇がある。両親で懇談をし
て、お父さんの思いも聞く。お母さんから聞くお
父さんの話ではなくて、お父さんは実際どう思っ
ているのという話を、ちょっと腹を割って話すこ
とも職員としたりしている。若い職員も多いので、
腹を割って話すというところまでは難しいところ
もあるが、お父さんにも来てもらって思いを出し
てもらえるといいと思っている。
　子ども像を考えることは、そよ風の通園部がす
ごく大事にしていることで、職員も子ども像を出
し合って、クラスの子にどうなってほしいという
ような話を会議でする。会議で、どういう子ども
像だといいかという、それぞれの職員の思いを出
し合うのだが、子どもにどうなってほしいかとい
うことを保護者にも考えてもらって、それを出し
てもらえるといいなと思っている。学習会とか保
護者会で、また、同じ法人の通所の障害者施設に
実際に見学に行ってみて、どういう就労をしてい
るのかとか、別の作業所に見学に行ったりして、
どんな大人になっていくのかということも、通園
の中で考える機会を持ってもらえるようにしてい
る。
　職員にとって―子どもだけではなくて、お母さ
んや家族の子どもに対する思いが、だんだん 4月
に入園したときから就園したり卒園するまでと
か、1年間の中でどんどん変わっていくので、そ
ういう家族の変化なども職員が学んだり知るとい
うのはすごく大事だと思っている。例えば食事の
ところの実践なども、この子によかったらからこ
ういう考え方ができるんじゃないかとか、もっと
もっと自分の実践を次のステップに向けていける
ように日々学んだり、学習会もしてはいるが、そ
ういう機会をたくさん持てるといいと思ってい
る。
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3．療育センターの役割
　療育センターの役割としては、子どもの成長を
喜び合うということは当然であるが、その後の就
園先、就学先についても保護者と一緒に考えてい
く。就園していてリハビリなども受けて、発達相
談も継続的に来ていてという子どもも来るが、通
園に来る子たちばかりが来るわけではない。保護
者が子どもにとっての、ベストではないかもしれ
ないけどベターを選ぶために、私たちが寄り添っ
て一緒に考え、時には支えることもしながら、就
学など区切りになる場面では一緒に考えていける
といいと思っている。時には嫌われる役割という
のもあって、通園を勧奨する話をするときなどは、
何で先生はそんなことを言うのと思われるときも
ある。しかし、お子さんにとって合わないところ
や、やっぱりしんどくなるのではないかと思われ
るところに、じゃ、頑張って行っておいでと送り
出すよりは、1つの案として、こういうところも
あるよという話もしながら、ベターを選んでほし
いと思う。親子というところがやっぱり軸になっ
ていると思うので、親子の療育を大事にしなが
ら、日々それぞれの、保護者にとってもお子さん
にとってもいい支援をしていけたらいいなと思っ
ている。
〈討論の中での補足〉
　保育園、幼稚園での巡回療育相談の場でも、保
育園、幼稚園の先生からも、療育センターに行
かせたいんですけど、どうしたらよいでしょう
か、という相談も多いが、保護者によってそのタ
イミングは違うので、そこまでは育児の大変さを
ねぎらって、寄り添いしながら、きっかけを待つ
ことが大事だと思う。そんなに聞いてくれる先生
が行ってみたらと言うんだったらちょっと行こう
かなと思うときが来る人が多いのではないかと思
う。長い目で見てタイミングを計っていくという
ことと、療育関係の方に園に来てもらって、気軽
に相談できる場もつくっていくことも大事だと思
われる。
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